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「
札
幌
ド
ー
ム
」
は
今
後
、
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
。
プ
ロ
野
球
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
・
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
本
拠
地
を
札
幌
ド
ー
ム
か
ら
移
転
し
、

新
た
に
新
球
場
の
建
設
を
進
め
て
い
る
か
ら
だ
。

候
補
地
は
、
札
幌
市
豊
平
区
の
学
校
法
人
「
八
紘

学
園
」
周
辺
、同
市
北
区
の
北
海
道
大
の
敷
地
内
、

北
広
島
市
の
「
き
た
ひ
ろ
し
ま
総
合
運
動
公
園
」

の
三
カ
所
。
北
海
道
の
プ
ロ
野
球
チ
ー
ム
は
一
つ

だ
け
。
札
幌
市
の
周
辺
人
口
は
約
二
三
〇
万
人
に

過
ぎ
ず
、
札
幌
ド
ー
ム
と
、
新
球
場
が
経
営
的
に

両
立
す
る
と
は
思
え
な
い
。

　

日
本
ハ
ム
の
本
拠
地
移
転
の
検
討
が
明
ら
か
に

な
っ
た
の
は
昨
年
五
月
。
理
由
は
、
人
工
芝
の
た

め
選
手
へ
の
負
担
が
大
き
い
、
観
客
の
座
席
が
急

勾
配
、
物
品
販
売
や
フ
ェ
ン
ス
広
告
は
ド
ー
ム
側

の
収
入
―
―
な
ど
。
ド
ー
ム
の
運
営
は
、
札
幌
市

な
ど
が
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
が
担
う
。
日
ハ

ム
と
札
幌
市
は
協
議
を
重
ね
て
い
る
が
、
ド
ー
ム

残
留
の
可
能
性
は
ほ
ぼ
な
い
だ
ろ
う
。

　

当
初
、
秋
元
克
広
・
札
幌
市
長
は
「
と
ど
ま
っ

て
も
ら
う
た
め
に
料
金
を
下
げ
る
、
下
げ
な
い
と

い
う
議
論
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
な
ど
と
話
し

て
い
た
。
札
幌
市
が
日
ハ
ム
移
転
後
の
ド
ー
ム
の

収
支
を
試
算
し
た
の
も
、
数
カ
月
前
か
ら
。
試
算

も
な
い
ま
ま
折
衝
し
て
い
た
の
だ
。「
日
ハ
ム
は

出
て
い
か
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う
、楽
観
的
と
も
、

お
ご
り
と
も
い
え
る
札
幌
市
の
姿
勢
が
こ
う
し
た

事
態
を
招
い
た
と
言
え
る
。

　

札
幌
ド
ー
ム
の
年
間
売
上
高
は
約
三
九
億
円

（
二
〇
一
六
年
三
月
期
）
で
、
最
終
利
益
は
約

四
億
円
。
だ
が
、
売
上
高
の
約
三
割
は
日
本
ハ
ム

の
使
用
料
で
、
日
ハ
ム
か
ら
の
収
入
が
な
く
な
れ

散 射 韻

　

昨
年
三
月
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
で
廃
線
と

な
っ
た
江
差
線
を
引
き
継
い
だ
第
三
セ
ク
タ
ー
、

道
南
い
さ
り
び
鉄
道
は
、
開
業
と
同
時
に
観
光
列

車
「
な
が
ま
れ
号
」
の
運
行
を
始
め
、
人
気
を
呼

ぶ
。
赤
字
分
を
補
う
こ
と
は
困
難
だ
が
、
鉄
路
の

存
続
へ
、
少
し
で
も
増
収
を
図
ろ
う
と
必
死
に
知

恵
を
絞
る
姿
勢
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
と
対
照
的
だ
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

札
幌
ド
ー
ム
も
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
も
、
結
果
的
に

は
、
住
民
の
「
血
税
」
が
投
入
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
。
ド
ー
ム
の
運
営
会
社
へ
の
札
幌
市
の
出
資

率
は
五
五
％
で
、
赤
字
が
続
け
ば
、
市
費
の
投
入

が
避
け
ら
れ
な
い
。
日
ハ
ム
な
き
後
、
ジ
ャ
ニ
ー

ズ
系
人
気
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
の
コ
ン
サ
ー
ト
の

「
聖
地
化
」
を
目
指
し
た
り
、
草
野
球
チ
ー
ム
に

貸
し
出
し
た
り
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
実
現
性
に
も
疑
問
符
が
つ
く
し
、
実
現

し
て
も
日
ハ
ム
の
減
収
分
を
カ
バ
ー
す
る
の
は
容

易
で
は
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
昨
年
一
〇
月
、
道
内
の
一
〇

路
線
一
三
線
区
を
「
単
独
で
は
維
持
困
難
」
と
公

表
し
た
。
バ
ス
へ
の
転
換
の
ほ
か
、
鉄
路
は
自
治

体
が
保
有
し
、
Ｊ
Ｒ
が
列
車
を
運
行
す
る
「
上
下

分
離
」
を
提
案
し
、
道
や
自
治
体
に
支
援
を
求
め

る
。
支
援
が
な
け
れ
ば
廃
線
や
む
な
し
と
の
姿
勢

だ
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
島
田
修
社
長
は
「
第
二
の
国

鉄
と
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
強
調
す
る
が
、
既
に

第
二
の
国
鉄
と
化
し
て
い
る
。
公
費
の
投
入
の
前

に
、
や
る
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

　

北
海
道
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
で
も
あ
る
Ｊ
Ｒ
北

海
道
と
札
幌
市
。
そ
の
意
識
改
革
が
迫
ら
れ
て
い

る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＜

洋＞

ば
、
赤
字
転
落
は
必
至
。
日
ハ
ム
と
サ
ッ
カ
ー
Ｊ

１
の
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌
と
、
二
つ
の
プ
ロ
球
団

が
本
拠
地
と
し
、
経
営
的
に
は
順
調
だ
っ
た
が
、

日
ハ
ム
移
転
で
一
気
に
苦
境
に
陥
り
か
ね
な
い
。

◇　
　
　
　
　

◇

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
も
楽
観
視
、
お
ご
り
の
姿
勢
が

見
え
隠
れ
す
る
。
道
内
の
人
口
密
度
が
低
く
、
積

雪
地
の
た
め
、
鉄
路
の
維
持
経
費
が
か
か
る
同
社

が
今
の
よ
う
な
経
営
危
機
に
陥
る
の
は
、
国
鉄
分

割
民
営
さ
れ
た
三
〇
年
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
れ
だ
け
が
要
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

Ｊ
Ｒ
各
社
の
明
暗
の
象
徴
と
い
わ
れ
る
の
が
、

Ｊ
Ｒ
九
州
と
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
差
だ
。
Ｊ
Ｒ
九
州
は

昨
年
一
〇
月
に
上
場
を
達
成
し
た
。
豪
華
寝
台
列

車
「
な
な
つ
星
in
九
州
」
な
ど
の
観
光
列
車
を
運

行
さ
せ
、
集
客
を
図
っ
た
。
一
方
で
、
商
業
施
設

や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
な
ど
経
営
の

多
角
化
を
進
め
、
三
〇
〇
億
円
以
上
の
利
益
を
挙

げ
て
い
る
。
鉄
道
だ
け
に
頼
ら
な
い
経
営
に
努
め

た
。
そ
の
結
果
が
上
場
と
な
っ
た
。

　

多
く
の
鉄
道
各
社
が
必
死
で
生
き
残
り
を
か
け

て
い
る
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
ど
れ
だ
け
経
営
努
力

を
図
っ
て
き
た
の
か
。
鉄
道
収
以
外
の
利
益
は
不

動
産
以
外
に
大
き
な
利
益
を
生
み
出
せ
ず
、
一
〇

〇
億
円
に
も
満
た
な
い
。

　

道
内
の
あ
る
観
光
関
係
者
は
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

苦
境
の
一
因
と
し
て
競
争
相
手
の
不
在
を
挙
げ
る
。

首
都
圏
や
関
西
な
ど
は
Ｊ
Ｒ
各
社
と
私
鉄
と
の
競

争
が
激
し
い
。
九
州
に
も
西
日
本
鉄
道
が
あ
る
。

道
民
は
黙
っ
て
い
て
も
Ｊ
Ｒ
を
利
用
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
競
争
相
手
の
不
在
は
、
経
営
努
力
の
不
十

分
さ
に
結
び
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

おごり体質を変えられるか


